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谷津干潟観察センターにて

常務理事長屋昌治

松井氏によると、谷津干潟は泥質干潟で多くの栄

養分を含んでいるため、たくさんの小動物が生息で

き、それをエサとする水辺の烏が多く集まるとのこ

とです。年間を通して約100種類の野鳥が確認で

き、東京湾周辺では谷津干潟が一番観察できるとい

うことです。

平成10年8月21日（金）、親子を対象に予定し

た野鳥観察会を、千葉県習志野市にある「谷津干潟

観察センター｜において行いました。

9時30分に開会し、最初に谷津干潟や水辺の野鳥

のビデオを視聴し、自然観察センターの松井淳氏よ

りお話をうかがいました。その後、野鳥観察を観察

センター及び、その周辺で行いました。

今回の夏期野鳥観察会は宣伝不足だったため、参

加者が]{)人と少なく、親子参加が1組もいない、さ

みしい観察会でしたが、お天気にも恵まれ、潮の暁

き具合いもよく、セイタカシギ、ダイシャクシギ、

キアシシギなど36種類もの野鳥を観察することがで

きました。また、自然観察センターの松井氏より野

鳥以外のトビハゼの習性やカニの見分け方などの楽

しいお話などもうかがうことができ、大変勉強にな

>)ました.厚く御礼を申し上げたいと思います,‘

谷津干潟は東京湾の最奥部に残された約40haの干

潟で、ゴカイ、貝、カニ、魚、そして水鳥など、多

くの生き物が生息しているところです。特に、水鳥

では、シギやチドリ類が多く、シベリヤなどの北の

国と東南アジアやオーストラリアなどの南の国との

間を行き来する旅烏にとって重要な場所になってい

ます。1993年にはラムサール条約の登録干潟に＆

認定され、同際的にも重要な干潟とされています

、一息 勝、泌礁溌一

韮
‘昭L理

撚織；皿坤究ご丁塞一一一

蕊

灘蕊鍵鍵灘議灘灘灘
竜一革部

浬湾汽鍛

》
李
一
幸

驚
繊-．

畿鍵鍵

蕊 蕊議驚

つ

－3－



愛鳥教育No.551998.10

撚諌黒i湾:霧;潟爆羅毒熱潅曇鐸議
■■●●●●●●●●●｡●●●●●●●｡●●●●●●Q●●●●●●②●●●●●Q●●●●●●●●●●●●●●●■‐
＝■■幸寺申＝＝＝申＝幸＝＝宮一．ーママ一一ー一一一

～失われたものの大きさ為
p申＝1■車

6月中旬のとある日、昨年から絶えず気になり続

けていた有明海の西側湾奥部に位置する長崎県の諌

早湾を訪れた。当日は時折小雨がばらつき、どんよ
りとした雨雲が空を覆い、現在の状況をあたかも嘆
いているかのような空気が一面に立ちこめているよ

うにも感じられた。

さる平成9年4月14日に諌早湾の潮受け堤防の締

切りが強行された時、大きな‘|賞りをもってその光景
（映像）を見つめた方が多かったのではないかと思
う。その後も、様々 な形で見直し運動が展開されて
いるにもかかわらず、堤防の水門は一向に開けられ

る気配はない。公共事業を促進する側の視野には、

野生生物の姿がほとんど入ることはないのであろう
か。いや、入ったとしてもその価値について認識で

きる人が皆無に等しいのかもしれない

本明川が、ちょうどかつての干潟に注いでいる辺

りの防潮堤防から眺めてみると、諌早湾干潟がいか

に広大であったかがわかる。諌早湾干潟は日本で最
大級（約3,000ha)と言われ、典型的な前浜干

潟として、また粒子の細かい泥の成分が100%近く
を占める良質な干潟として、比類のない価値を湛え
ていた。しかし、現在、この付近を歩いてみると目

に飛び込んでくるものは、干個びてひび割れた土

や、水が引いてしまったために草地と化してしまっ
た、変わり果てた姿だった。そこに現われる鳥は、
スズメ、セッカ、ヒバリ、ツバメ、カワラヒワ、ホ

オジロなど、野原の似合うものたちばかりである。

また、周辺が干上がったために、かえってくっきり
と現われた本明川の流れと、近くに置き去りにされ

た一般の小舟が、その痛々 しい姿をさらしていた。

それでも、点々 と水溜まりとなっているところも

あり、干潟の名残りを感じていると、ピョンピョン
と跳ねるもの力瀧認された。数も以外に多く、小さ

な規模の水溜まりでも、20～30のオーダーであ
る。近づいてみるとやはりムツゴロウであった。こ

の魚の強靭ざには驚かされる。このような変わり果
てた周囲の状況の中で、よくぞ生き延びているもの

事務局箕輪多津男

である。妙な感動とともに、「諦めないことの重要

性」を私たちに訴えかけているような気がして、し
ばしそこに立ち尽くしてしまった。

そこから、遠くに見える潮受け堤防を目標にしな

がら、歩き続けた。しかしどこから見た光景も、ひ

び割れた土か、あるいは一面の草地であった。途
中、干拓工事のために締め切られた道路の柵と、立
ち入り禁止の看板が立ちはだかるように目に飛び込
んできた。かなり奥のほうに、盛り土や、そのため

に使われているブルドーザー等の姿が見える。工事
が進めば進むほど、もとの環境が失われてゆく。打
ち位がれるような気分であったが、柵の上で一羽の
ホオジロが大変美しい声で噂る姿に、少々慰められ

る気がした。干潟の反対の方向には、アマサギの飛
ぶ姿も見られた，
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出発点から4時間程歩いたところで、ようやく潮

受け堤防の付近に辿りついた。調整池の水はその日
の空と同じようにどんよりと濁っていたが、岸辺に

烏の群れが確認できた。ただし、集まっているの
は、アオサギ、ダイサギ、コサギ、ゴイサギ等のサ

ギ類やトビ、そしてハシボソガラス、ハシブトガラ
スばかりであった。

日本野鳥の会長崎支部の調査によると、諌早湾干
潟周辺で記録された鳥類は、232種にも上るという
ことだが、変わり果てた環境からは、そうした数字

が夢のように感じられてしまう。特に、シギ・チド
リ類を中心として、干潟に依存する渡り鳥たちに
とって、この環境の変化は、決定的な打撃になった
であろう。その証拠に、本年4月に記録されたシ

ギ・チドリ類の数は、昨年の堤防締切り直前に確認

された約7，500判から、たったの十数羽に激減
してしまった。激減というよりも、むしろ全滅に近
い状態である。

鳥ばかりではない。200種以上は生息していたと
言われる魚類や貝類、あるいは干潟のシンボルとも
言えるカニやエビなどの甲殻類、ざらにゴカイや藻
類、バクテリア等、確認が不可能な程の生物種がそ



こに存在していた。ことに、干潟の生態系を支える

ベントス（底生動物）の中でも、80種を超えると言

われるゴカイの仲間などは、堤防締切り直前にも新

種が発見されるなど、日本で最大級の生息地として

有名であった。これらすべての生物にとって、未来

の扉が全く閉じられてしまったと言えるわけであ

る。

現在我が国では、この諌早湾と同様に、名古屋市

のゴミ処分場造成に向けた藤前干潟の埋立て計画

や、千葉県の土地造成計画による東京湾・三番瀬の

埋立て事業等、各地で重要な干潟が失われる危機に

瀕しており、様々な物議をかもしている。ただ、開

発側の視野には、どうも失われるものの大きさが、

ほとんど実感されることがないようで、そのことが

より問題を深刻化しているように思えてならない。

現在のような開発行為の進行状況から考えると、

未来の自然環境はどうなってしまうのだろうか。

少々暗い予測を立てざるを得ない心境ではあるが、

しかし、その時代を生きる多くの人々の意識が、自

然環境や野生生物に思いを寄せられるような確かな

ものとなれば、状況は大きく変わるであろう。その

ために今、環境教育の重要性が、改めて問われてい

るように思うのである。幼少の頃から、より多くの

人がそうした視野を自らのものとできるよう、時代

の流れを形成していきたいものである。また、一方

で、現在起きている様々な現象や出来事について、

正しいことも誤ったことも、ともに語り継いでいく

ことを忘れてはなるまい。そして、正しいことを行

う時には、決して諦めないという姿勢も重要であろ

う。

諌早湾の潮受け堤防の外側を、そこから遠ざかる

ようにしばらく歩いていくと、そこに新たな干潟か

目にとまった。よく見ると、ヤマトオサガニやシオ

マネキ等、無数のカニが顔を覗かせている。命がそ

こに輝いていた。それは、やはり温かい光景とし

て、胸に残った。希望を失わすにいたいと強く感じ

た瞬間であった。

鱗＃
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干濁らびでひび割れた干潟

』草地と化した干潟

置き去りにされた小舟

§…

ムツゴロウの生き延びている水たまり



愛鳥教育No.551998.10

ムツゴロウの生き延びている水たま咋

燕鶏
蕊蕊
識認鍛1
災蕊蕊溌｜，

鍔潔幕：

鴬蕊‘

干拓工事のための立入禁止の看板

立入禁i止の柵の上で癖るホオジロ

置き去ﾚﾉにされたブルドーザー
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巨大な潮受け堤防と調整池

調整池

需写=琴＝一で琴一

．.”‘．シ・軸歳馨_.､、’

一.食、j－．．←,鼻….．.．
．、癖"霊.､､､や､､､苧､､'錘..､.．､,、

’一・‐‐‐,～一一部.，_,Z,錘一､…‐ 轍

堤防から離れたところにある干潟

堤防から離れたところにある干潟
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鳥の新聞言己事を集めてみませんか

●情報との付き合い

情報が溢れかえっている現代、例えばある生き物

の事について調べてみたいとき、書店や図書館に行

けば沢山の図鑑が揃っているし、各地域の自然愛好

会などがホームページを開いていたりと、その気に

なって行動すれば多くの情報を得ることが出来る。

新聞記事に関してもそうである。大きな図書館など

では、パソコンでキーワードから欲しい記事を検索

できる。また、情報検索を専門に扱っている会社も

あり、過去現在において出版されているあらゆる雑

誌や新聞から依頼のあった内容に関しての抜き出

し、及び輸送のサービスを行っているらしい。ただ

しお値段が多少張るとか。

パソコン、コンピューターが急速に普及している

昨今、このようなデジタル式の利用方法は大変に有

効な手段であるしかし、アナログ的なスクラップ

も十分な資料になりうるのである。

手間はかかるかも知れないが、安価な情報整理の

方法を鳥の新聞記事を例にとって紹介してみようと

思う。

●用意するもの

①切り取った新聞記事

②のり

③裏が白い紙、又はルーズリーフ(A4、B5

④26穴用のパンチ、又は30穴パンチ

⑤バインダー、又はフラットファイル

以上がスクラップに使うものである。これを読ん

で新聞記事を整理してみようかなと思う方はA4サ

イズの紙をお薦めしたい。私が高校生の頃は、A4

サイズの紙があまり多くなく、B5版の台紙を利用

していたが、大きな記事は端を折らないとはみ出し

てしまうので少々扱いにくい。大概の記事はB5版

で収まるが、A4サイズであれば殆どの記事がその

まま貼れる。公的文書などはA4版が主流になって

いるようなので、裏紙も入手しやすいと思われる。

記事を貼る台紙はルーズリーフ式であれば何でも

良いので、市販のものを購入してもよいが、節約と

再利用を兼ねて裏紙を使うと安価である。ただし、

－8‐

自然観察指導員森真希

表面が多少わずらわしいかもしれない。

ルーズリーフ用の26穴パンチ(B5用）、30穴パ

ンチ(A4用）は大きな文具店で売られている。

メーカーによって差はあるが大体2000円前後で購

入できる。

●張り付けて分類してみよう

切り取った記事は、スクラップを続けていると当

然どんどん増えていくものである。初めは大まかに

分けていたものも、量が多くなるとより細かい分類

が可能になる。脊椎動物の記事の場合は、生物分類

の「目」や「科」のレベルで分けると扱いやすくな

るのではと思う。烏の新聞記事は脊椎動物の中で最

も掲載されている機会が多く、特に人気のある烏は

顕著に偏っている。コウノトリ目やカモ目、ワシタ

カ目などは、それだけでファイルが一杯になってし

まうくらいである。この他、干潟関係や探烏地紹介

なども同じように整理できると思われる。

●スクラップがオリジナル図鑑へ

移動可能なルーズリーフでスクラップを作ってい

くと、自分だけが持っているオリジナル資料図鑑が

出来上がってくる。記事として紙に貼れない資料

は、クリアポケット等を利用すればまとまりやすく

なる。

例えば、読売新聞で連載されている日曜版の「野

鳥たち」（山形則男さん）の記事は、烏好きの方な

らば切り取っている人も少なくはないだろう。こう

いった記事も集まると日本産鳥類のかなりの種類を

カバーできることが多く、限りなく図鑑に近いもの

になってくる。その中に自分の観察記録や調べたこ

とを足していけば、素晴しいデータベースが出来上

がっていくことと思う。参考までに私が1989年か

ら始めたスクラップで、新聞に載った野鳥の種類は

日本産の烏で2m種余りとなった。

●教育機関での応用

私が小学生の頃、長期休みに新聞記事の切り取り

を自由研究課題にしている仲間がいた。スクラップ
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聯診蓮蝋』
I

…望ﾐ壁垂』
の整理方法の仕方を何らかの形で子供のうちにアド

バイス、指導が出来れば、長期に渡ってスクラップ

を続けていく習慣を持つ人も増えていくのではない

だろうか。特に、生き物を始めとする自然科学に関

する新聞記事に興味を持ってもらえれば、それがそ

のまま環境教育の教材の一つになりうるのではなv

かと考える。

手間はかかるかも知れないが、時間が経てば経乞

ほど貴重な資料となるスクラップに新たな可能性を

見い出していきたいものである。
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|園

｢賢治鳥類学」
赤田秀子、杉浦嘉雄、中谷俊雄著1998年5月

㈱新曜社定価（本体）3，300円

事務局箕輪多津男

は、「野鳥シート」でもお国||染みの松原巌樹画伯の

手によるものであり、本書に一層の彩りを与えてい

る。

宮沢賢治の世界に生息する烏たちは、現実の烏そ

のものの生態を有するものや、心象世界独自の幻想

的な生き様を見せるものなど、虚実混清の現象をそ

こに創造している。本書を繕きながら賢治と烏の関

係について思いを寄せる時、そこに新たな世界への

扉が開かれるのを、読者の誰もが実感するに違いな

い○

宮沢賢治の数々の作品を読み解く上で、大変重要

な存在としてあげられるのが、実に頻繁に登場する

様々な動物たちである。その中でも、殊に象徴的か

つ多様な現象として、読む者の心に飛び込んでくる

のが烏たちである。

そしてここに、賢治作品における鳥類事典とも言

うべき一冊の画期的な書物が生まれた。その名も

「賢治鳥類学」である。

著者は、それぞれ宮沢賢治研究会や宮沢賢治学会

によって結ばれ、かつ、野鳥観察においても十分な

キャリアを誇る三名の方々である。もちろんその中

の一人は、本誌でもお馴染みの全国愛鳥教育研究会

の杉浦嘉雄副会長である‐

本書は、約400ヘージにも及ぶ大著となっている

が、大変読みやすく書かれている。内容の特徴とし

て画期的なことは、賢治作品に登場する鳥類を網羅

している点と、そしてそれぞれの烏に関する現実の

生態から論を進めている点である。実に丹念な記述

がなされており、単に烏の生態を知ることだけを目

的に本書を繕いたとしても、十分それに応えてくれ

るだけの内容となっている。

構成面では、登場する鳥類を大きく「身近な鳥」

「家禽類その他」「水辺の烏」「山野の烏」の4つ

に分け、原則として一項目につき一烏種を扱う形

で、それぞれが独立した論として完結している。

従って興味の趣くままに、どの項から読み始めても

楽しむことができる。また、全編にわたって、鳥類

の登場する賢治作品の原文からの引用が数多くなさ

れており、逆にそれを元に、改めてそれらの作品を

向尤み直してみることも一典であろう。

さらに巻末には、「宮沢賢治とバードウォッチン

グ」と題して、賢治の全作品及び草稿群に登場する

鳥類が、五十音順にリストアップされており、烏種

をキーワードとして原本をあたる際の有力なガイド

となっている。

巻頭にある16枚分の美しい口絵、及び本文の挿絵

蝿
叩
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鮮
獄
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辱
砂
●
齢
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蝋
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識
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購雲蕊蕊鰯

シギ・チドリ類観察用ワークシート

谷津干潟で観察会に合わせて、シギ・チドリ用の

観察ワークシートを作成しましたので、紹介しま

す。

1．干潟での野鳥観察の注意事項

①時間帯

潮時の関係で烏が観察しやすい場合としにくい場

合とがある。満潮時は、餌の視認がしづらく、ま

た、水深が深すぎると餌を採ることができないの

で、シギ・チドリの仲間は移動してしまい、観察す

ることができない。

また、干潮時は、遠浅の干潟の場合、と母こでも餌

が採れるので鳥は多い反面、広範囲に分散してしま

い、人のそばにはなかなか寄って来ない。そのた

め、間近に観察することが難しい。

ということで、干潟でのシギ・チドリ類の観察に

は、干潮から満潮にかけての時間帯が適していると

言える。この時間帯は徐々に潮が満ちてくるため、

汀線付近で餌を採るシギ・チドリ類は、潮と同じよ

うに徐々に岸辺に近寄って来る。そのため、夢中で

餌を採っているうちに、知らずに人の近くに来てし

まうことになる。この時が、最も人が烏と近づける

時である。あまり鳥を驚かさないように観察しよ

う。干潟の観察では、双眼鏡はもちろんのこと、鳥

との距離が遠いために望遠鏡も欠かせない。

②季節

シギ・チドリ類を中心に観察をするのであれば、

4月から5月にかけての春の渡りの時期と7月末か

ら9月にかけての秋の渡りの時期がよい。その他、

冬には越冬するハマシギやダイゼン・シロチドリな

どを観察することができるが、種類数は多くない。

春の時期は、きれいな夏刈の個体か多く、図鑑な

どをたよりに同定もしやすいが、秋の場合は、わか

りにくい冬羽や幼鳥の個体が多く、同定に苦労す

る。特に、ジシギ類の同定は、どれもみな同じに見

えてしまう。よくわからなければ、ジシギsp.とし
ておいたほうが無難である。‘慣れてくれば、次列風

切り羽の先端が白帯になっているタシギはわかるよ

--

常務理事平田寛重

うになる。

2．観察の視点

(1)シギ・チドリ類かどうかの識別

図i:干潟で見られる烏の仲間（シルエットで仲

間分けをしよう）

この図を使いながら、ぱっと見て、お目当ての烏

がシギやチドリかどうかを見分けよう。

ポイントは、全体の大きさ、噴の長さや形、足の

長さや指の形、広げた翼の形などである。特に、シ

ギやチドリの仲間は、暗の形が特徴的であるので、

そこを重点的に観察するとよい。

(2)シギ・チドリの識別

シギ・チドリ類であることはわかったので、次は

お目当ての烏がシギなのかチドリなのか見分けよ

う。

噴の形が先端に向かって徐々に細くなっているの

がシギの仲間で、根元から同じような太さで先端近

くまできて細くなっているのがチドリの仲間であ

る、

シギには、階がほぼ真っ直ぐなタイプ、下に反っ

たタイプ、上に反ったタイプがある。中には、ヘラ

シギのように先がへら状になっている珍しいタイプ

もある。チドリの場合は、国内のものは、みな真っ

直ぐである。

(3腫の識別

シギ・チドリの識別ができれば、次は種の識別を

してみたい所であるが、初心者の場合は、おおざっ

ぱに、観察頻度の高いハマシギやキアシシギなどの

種類がわかれば上出来である。

詳しい識別の仕ﾉについては別の機会に委ねると

して、今回は、おおざっぱな見方として、大きさに

よる仲間分けをしてみよう。

大きさについては、シギの場合、「ものさし烏」

を作っておくと便利である．ダイシャクシギ・チュ

ウシャクシギ・キアシシギ・トウネンの4種類を設
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定しておくと、わからないシギが出た場合に、キア

シシギぐらいとかキアシシギとチュウシャクシギの

間ぐらいなどと表現することができ、第三者にも伝

えやすい。

チドリの場合には、一番小さいコチドリ、少し大

きいイカルチドリ、ムナグロ、ダイゼン、ケリとい

うように大きくなっていく。わかりにくいのは小さ

なタイプで、コチドリとイカルチドリの大きさの違

いがわかるようになれば、識別もだいぶ進んでい

<o

シギの場合、階の長さも識別する上で重要なポイ

ントである。噴の長さを頭の大きさと比較して、頭

何個分というような表現をすることにより、識別力

をつけていくことができる。

図2のシギ・チドリ観察カードlを見ると、ダイ

シャクシギは頭3個分、オオソリハシシギは2個

分、ハマシギは1個分というように尺度を与えると

見方も変わってくる。実際に観察しながらチュウ

シャクシギは2個分、トウネンは1個分弱などと見

ることができる。

また、足の色もポイントになる。しかし、泥で汚

れていたり繁殖期と非繁殖期とで色が変わったり、

中間色があったりする。アオアシシギなどはアオア

シと言っても多少緑っぽい黄色というような感じが

するcトウネンやハマシギの黒、ツルシギのオレン

ジ、ヒバリシギやキアシシギの黄色、セイタカシギ

の珊瑚色などがある。

この他、翼帯や腰の色・模様のパターンで仲間分

けをすることができる。シギ・チドリ観察カード2

の下欄を見ると、代表的な飛翻パターンの絵力輔い

てある。

背が無地のキアシシギ、背から腰にかけて白いア

オアシシギ、腰だけが白いタカブシギやクサシギ、

背だけが白いツルシギ、白い翼帯が目立つオグロシ

ギやハマシギといった具合である。

参照→シギ・チドリ観察カード1

(4)行動観察

行動観察をすることで、餌の噌好や採り方がわか

るようになり、体の大きさやつくり、生息環境など

との関係が見えてくればたいしたものである。

-2-

【採餌行動】

①採餌の方法

目視によって探す場合と噴を水中や地中に突っ込

んで探す場合がある。場合によっては水中に頭まで

入れて採餌していることがある。この場合は、筆者

の観察では目は閉じているようである。目を使って

探しているかどうかを観察してみよう。

餌を探す方法は、表面でつまみ出したり、表面に

ある小さな餌をついばんだり、泥の中を探ったり、

噴を水の中につけて歩き回ったり走り回ったり、噴

を左右に振ったりして餌を探す方法などがある。

②餌の調理法

餌を捕らえてから飲み込むまでの動作を調理法と

して観察してみよう｡餌の種類にもよるが、水で

洗ったり食べにくい部分（カニの脚など）を振り回

してもぎ取ったりなどの方法がある。

その後は、餌をくわえながら飲み込んでいくこと

になる。

③餌の種類

何を餌として食べているのか観察してみよう干

潟に棲む水棲生物を食べている。カニ、ゴカイ、

魚、貝などがその主なものである。餌の種類から食

物連鎖の一部がわかり、自然の中での生き物同士の

つながりが見えてくる。

参照→シギ・チドリ観察カード1

【その他の行動やしぐさ】

その他の比較的よく見られる行動やしぐさについ

て観察してみよう

①伸び

伸びには3つのタイプがあり、片翼を伸ばしなが

ら片足も伸ばす方法、頭を下げながら両翼を真上に

伸ばす方法、両翼を少し開き気味にして肩の上ぐら

いで止める方法が見られる。1種の烏で3つのタイ

プをすべてやるかどうかは不明である。また、両翼

伸びの場合、異なった2つの方法のどちらもやるの

かはわからないので、観察の課題にしてみよう。

②頭掻き

頭掻きは、頭を掻いているように見えるが、人の

ように頭がかゆくてかくのではなく、足指を使って

羽の並びを整えるために行われている。



頭掻きには、直接足を体の外側から頭にもってく

る直接法と、間接的に翼の間を通して間接的に頭へ

足をもってくる間接法とがある。

チドリ類は間接法、シギ類は直接法が行われる。

しかし、セイタカシギはシギという名前がついても

間接法を行い、チドリと同じ仲間のようにも見るこ

とができる。

③休息

休息は、おおまかに3つのタイプに分けられる。

目を開いたまま立ち止まって、じっとしている場合

は普通の休息、立ち止まって前を向いたまま目を儲

じた場合は浅い眠りの時、目を閉じて頭を背中の上

に乗せたり、一部を羽の中に潜り込ませたりという

場合は深い眠りといえる。中には、目を開いたまま

頭を背中の上に乗せている休息もある。

④争い

争いには、餌をめぐる取り合いによって起こるも

のが多い。一つの餌を複数で争ったり、横取りした

りしたりする。また、自分の採餌スペースに入り込

んできた個体を威嚇する場合もある羽を広げて声

を出して威嚇したり、飛び上がったり突き合ったり

する。

シギ同士の場合やシギとカモメ、シギとサギなと

餌の好みが重なる種間での争いが多い。

参照→シギ・チドリ観察カード2

特に、餌の横取りについて観察していき、取るも

の取られるものの相関関係を図面に表していくと左

もしろい。

参照→シギ・チドリ観察カード］

愛鳥教育No.551998.10
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干潟で見られる烏の仲間199 年月日名前：

シルエットで仲間分けをしよう

サギの仲間 カモの仲間
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バンの仲匿 カモメの仲間
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シギの仲間 チドリの仲間
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．
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シギ・チドリ観察カード1

種名： 観察日:199年月日 時

観察場所： 観察者：天気：

噴の長さの見本採餌行動

①噴の長さ

あなたが見た烏は頭

の長さの何倍かな？

（倍）

②餌の種類

カニ類 ゴカイ類 その他（魚類 貝類

蒼養 ぐく戦雲鳶⑳
③採餌場所・水のたまった所・湿った士の所・乾いた土の所・その他（

④餌の探し方・噴で探す 目で探す

匡霧一'八

⑥横取り餌を横取りされた（何に？）餌を横取りした（何から？）

-15-

3倍：ダイシャクシギ 2倍：オオソリハシシキ 等倍：ハマシキ

〆二a
lO8

⑤採餌方注

表面でつまみ引き出す 泥の表面をついばむ 泥の中をさぐそ 畷を水につけて走暑

一

採餌方法 調理方法

噴を水中に左右にふそ

一

一

一
一
一
〃

一
へ

水で洗う 噴でくわえて左右に振

ってもぎとそ

その他
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シギ・チドリ観察カード2

烏たちの行動を観察しよう

①頭掻き・直接頭掻き ･間接頭掻き

、

②伸び・片伸び ･両翼上伸び（真上） ･両翼上伸び（肩）

③休息（眠るも含む）

居場所：水面の上・土の上／足は1本か2本か？／瞳の閉じ方（上から・下から）

浅い眠り

④争い・同種・異種（種名：

原因？：

どんな争いをするのかな？：

観察記録：

⑤翼帯の模様：翼を広げた時に見られる模様を見てみよう。

祇州聯一癖 ､ソルレギあと．

腿

‐16‐

深い眠り

芹ど

‐ちど
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嬢蕊議灘
谷津干潟での野鳥観察を中心にした遠足プラン

一大規模定点指導型探鳥会の試み一

環境教育がさかんになっているこの時代、遠足も

従来の施設見学を主とする内容とは異なった、施設

を利用して自然体験を重視したプログラムを組み込

んだエコツーリズムとして計画してはいかがであろ

うか。

○教科学習としての扱い

エコ遠足は、教科学習の扱いとしては、理科や生

活科での取り組みと連動させることができる。内容

によっては、社会や国語の取り組みもできる。ま

た、今後取り組まれることになる総合学習の場とし

ても有効に活かすことができる。

例えば、国語の要素を取り入れて考えてみたい。

現行(1998年度）の国語の教科書では、大阪書

籍（4年）、学校図書（5年）の2社で、谷津干潟

を舞台にした国松俊英氏の「わたり烏のくる干潟」

の一部が説明文の教材として採用されている。内容

は、干潟の生態系についてまとめたものである。国

語の学習で生態系のことを学ぶことができるのはよ

い機会である。知識として干潟の生態系を学び、エ

コ遠足で実際にその場所にでかけることで、学習を

更に深めることができ、干潟や渡り烏、自然につい

ての関心を高めることができる。

○場所とガイド

エコ遠足を実施するに当たっては、目的を達成す

るための環境が用意されている場所を確保すること

と、指導経験の豊富なガイドを募ることが重要に

なってくる。できれば、セルフガイドではなく、自

然解説ができるガイドを各ポイントにあてがい、自

然の素晴らしさを分かち合えるように進めることが

望まれる。

場所としては、対象物である生き物を見ることが

でき、その生き物と周辺の自然環境がつながってい

ることがわかりやすい場所であればよい。そのつな

がりの中に位置する生き物に触れたり、自然環境を

身体で感じることができれば一層よい。
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常務理事平田寛重

数十名を越える団体となるとそれなりの観察施設

が整っていたほうが学習効果が一層期待できるが、

日本では、このような教育施設が一般に十分に普及

しているとは言えないのが現実である。伽日本野鳥

の会が関わっているサンクチュアリには、環境教育

施設として作られている所があるので、利用するの

もよい。

例えば、東京港野鳥公園などは環境教育施設とし

ては整備されているが、子どもとともに自然を分か

ち合えるガイドが不足しており、学校等の団体が利

用して10名前後に1名のガイドがついて指導してい

くまでには整備されていない。日本では、環境教育

のニーズが高まってきてはいるが、まだ、ハード面

でもソフト面でも、目立った進歩が見られていない

のが現状である。市民の声として、ソフト面の切り

札であるガイドの養成や常駐などの整備を行政に訴

えていくことはもちろん、その必要‘性を市民に理解

してもらえるようにしていくことも重要なことであ

る。

以前、「愛鳥教育37号」で堤達俊氏が、東京港野

鳥公園をフィールドとして遠足のモデルプランを掲

載されていたが、自然教育施設をフィールドにして

遠足を行っている例は、それほど多くはない。東京

港野鳥公園の場合には、西と東に異なるフィールド

があり、ボランティアスタッフも豊富なので、それ

なりの取り組みが期待できるだろう。

筆者は、遠足において、小学5年生を対象に、神

奈川県小田原市にある自然史系の県立博物館での

ワークシートを使った見学学習と、神奈川県箱根町

にあるやすらぎの森での常設の自然観察ウォークラ

リーを組み合わせた実践をｲ丁ったことかあるが、灰

方ともガイドが用意できず、セルフガイド式の体験

学習を行ったに過ぎない。

野外学習用の施設と有能なガイドが揃わない現状

において、実物を観察しての学習の取り組みができ

ないのが実状である。一般の認識がまだまだという

社会背景も作用している。
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最近では、自然学習施設も徐々にではあるが、造

られるようになってきており、レンジヤーやボラン

ティアガイドも増えつつあるので、それが、学校の

移動教室とうまくタイアップできればと考えてい

る。人材や学習内容などのソフト面の充実力埋まれ

ている。

以前からある東京の自然教育園などに加えて、建

設中の(財)野鳥の会のサンクチュアリ、千葉中央博物

館の附属生態園など、利用できる施設は充実しつつ

ある。東京都の葛西臨海公園では、水族園と野鳥園

の施設を利用すれば、魚と野鳥の学習ができる。

しかし、このような施設には、団体向けのガイド

が用意されていないため、施設をうまく活用できな

いジレンマが残る。有料のプロのガイド集団のよう

なものができればこのような自然教育施設の有効利

用が進むのではないかと思う。子どもたちに自然と

の理解を深めさせるには少数での取り組みが不可欠

であるo10人にl～2人程度のスタッフをつけるこ

とができれば言うことはないのだが、費用的な問題

が残る。ガイドのようなソフト面にもハードと同じ

くらいの価値を認めて、それ相応の料金を払うくら

いの考え方も必要であろう人々の考え方が変わ

り、ガイドの需要が伸びてこないと充実したサービ

スがなかなかできていかないであろう。

OH旧本野鳥の会が関わるサンクチュアリのような

施設が手近にない場合は、他の適当な場所を探さな

ければならない。レンジャーはあまり充実していな

いが、都道府県や市町村が造っている公園の中に

は、簡易型のウォークラリーができるように設定さ

れている所がある。また、学習に適当な場所を探し

て、教師が設問や案内板を作ってセルフガイドで取

り組むこともできる。

○谷津干潟でのエコ遠足プラン

今回は、谷津干潟をフィールドにしてエコツーリ

ズム遠足のプランを考えてみたい。谷津干潟は、国

語の教科書（2社）に登場してきており知名度も高

くなっている。また、春・秋の渡りのシーズンに

は、多くのシギ・チドリ類が羽を休め、冬には、カ

モメやカモ、越冬しているハマシギやシロチドリな

どの野鳥が常に見られるという好条件を満たしてい

る。

ただし、干潟なので満潮時には、カモ類を除く多

くの野鳥はいなくなってしまうので、日程を考慮す

る必要がある。また、谷津干潟の場合は、内陸に位

置し、水路で海とつながっているため、干満の時間

が海岸よりも2時間ほどずれることも頭に入れてお

かなければならない。

干潮から満潮にかけての時間帯に採餌している

野鳥が岸に近づいてくるので間近に見ることができ

る。しかし、野鳥との距離は遠いので、双眼鏡や望

遠鏡力泌要になってくる。しかし、機材の準備は金

銭的な面で難しい。

谷津干潟には、野外観察施設のほかに自然観察セ

ンター（有料、月曜休館）があり、展示コーナーと

観察コーナーがある。展示施設にはなかなか工夫が

みられ、効果的な学習も期待できる。
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○モデルプラン

時期は4月下旬から5月中旬。参加者100人程

度。潮の満干が適当でなければ午前と午後の日程を

変更する。

【時程表】

P19の通り。

1．注意点

ガイドを多数集めることができれば、室内の見学

と室外の見学とを午前と午後に分けることができる

が。それができなければ、室内と室外とを一緒に行

うことで、長い時間を野外の観察に充てることがで

き、多くの子どもが野鳥とじっくり向き合うことが

できる。

まとめとして、最後に最も印象に残った野鳥のこ

とを書かせるのだが、ただ、野鳥の絵を描かせるだ

けというのでなく、できれば、野鳥の行動に関する

内容が描けるとよい。ワークシートにある設問も、

行動面の観察があるので対応できると思う。しか

し、形態面の印象が強い子どもの場合はこの限りで

はない。いずれにしても、シギ・チドリを知らない

子にとっては、存在自体が十分なニュースになるの

である。

この周回観察コースは1局が3.5km程あるの

で、普通に歩いて1時間、観察をしながらであれば

2時間は必要であろう。谷津干潟は、いつでも烏が

見られる条件を備えているので、見方さえ工夫すれ

ば、鳥とのふれあいは十分にできるので都合がよ

い。

ガイドは、現行のシステムでは、教師が対応せざ
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野鳥の紹介や干潟の'性質や働き、底生動物、干潟の

食物連鎖について事前に教えておきたい。また、望

速鏡や灰眼鏡の使い方についても雰囲気だけはわ

かっていたほうが、誤操作をせずに済む。

時間があれば、干潟についてのクイズをビンゴ形

式やクロスワードパズルの形式で行えば、子どもた

ちも楽しく過ごすだろう。

解説用の紙芝居があると説明がわかりやすい。

るを得ないだろう。学校が、地域のボランティア

リーダーを活用して、一緒に遠足に同行してもら

い、ガイドをお願いしたりすることも考えられる

が、下見や打ち合わせなどの時間や予算の確保なと

障害となるものが多々ある。やはり、プロのガイト

を雇うほうが賢い選択かもしれない。

2．バス内でのプログラムについて

バス内では、ビデオテープで谷津干潟で見られる
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時間 児童の活動
■
ｄ
旬
ｑ ﾖ導 ■■ 二の留意点

学校発 ○谷津干潟までバスで移動。

○移動中のバス内で今日見られ

る野鳥等の事前学習をする。

野鳥に関連したクイズやパズル

などで楽しむ‘

○ビデオを使って、その日見られる

野鳥やカニなどの干潟の生き物につ

いて解説しておく。また、望遠鏡や

双眼鏡の使い方についても触れてお

く0

10:側 ○観察センター前に集合し、オ

リエンテーションを行う。

○教師はガイドになり、各ポイント

に望遠鏡を持って移動する。

10:崎 ○前半のグループはしおりを持

こ て、グループ毎に時間差をつ

けて観察に出かける。右回り、

左回り両方から出かける。

しおりの指示通りに進み、観察

ポイントで指示された観察を行

いしおりの項目を埋めていくc

ガイドがいる所では、望遠鏡を

見て、観察をする。

後半のグループは自然観察セン

ターに入り、見学をする。

野外での観察やセンター内の見

学が終わったグループは順次場

所を入れ替えて、次のブログラ

ムに取り組む〈

○昼食の時間が来たら、グルー

プ毎に適当な場所で食事・休憩

をとる‘

○各ポイントで、指示された野鳥を

望遠鏡で見られるようにセットして

おく 【

○しおりには、ルートマップや設問

を書いたワークシートが含まれてい

そ◎

○各ポイントでの観察時間を確保す

るために子どもの半分は自然観察セ

ンターでの見学をさせる〔

○食事を含めてのプログラムなので

時間が来たら各グループ毎に適時食

事をとるようにさせる。

13:30 ○集合して、まとめの記録を書

く0

○まとめとして、最も印象に残った

野鳥の絵をしおりの欄に描き、そa

理由も書かせる。

14:伽 ○谷津干潟出発

学校着
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3．野外での観察内容について

観察時間を考えながら設問の数を決定し、その中

にガイドによる望遠鏡での観察を数カ所入れておけ

ばよい。

設問の内容は、肉眼で観察できるものを主体にす

る。どこでも観察できるもの、場所が限定されそこ

だけでしか観察できないもの、望遠鏡を覗かなけれ

ばわからないもの、人真似でなく自分が見ないと答

えられないものなど、野鳥の形態や生態、食物連鎖

などに関わる内容で構成する。国語で谷津干潟を学

習する場合などは、そのあたりのことも考慮してお

くとよい。

4．ワークシートの形式

ワークシートの形式は、9こか16このビンゴの

マスを利用して行うと子どもたちも意欲的に取り組

む。「干潟ウォッチングビンゴ」などとタイトルを

入れ、始める前に適当な任意の数字を入れておき、

該当の番号の設問の答えをマスに書いていく方法で

ある。

5．いくつかの観察ポイント例の紹介

設問は、干潟の生き物を対象に、しばらく観察し

ていれば誰でも答えがわかるような内容を用意して

おくことが望ましい。ガイド役の教員は、望遠鏡を

セットして子どもたちに設問の烏を常に見せられる

ようにしておく必要がある。

今回は、シギ・チドリの観察を主に、観察ポイン

トを設定してみた。しかし、餌になるカニやハゼな

どの小動物もシギ・チドリ類も、なかなか近くで観

察できる機会が少ないので、肉眼でもわかるカモや

サギについても問題を用意してみた。

双眼鏡がグループに1台でもあると、見ることが

できる世界がだいぶ広がる。

【シギ・チドリ関係の設問】

①（望遠鏡での観察）コチドリの目の周りの色は何

色ですか？

凶（〃）ダイシャクシギのくちばしの

長さは頭の長さのいくつ分でしょう？

③どろの中にくちばしをさしこんでいる鳥は、何を

しているのかな？しばらくの間、見てみよ

う。

④カニをくちばしにくわえてふりまわしている烏は
いませんか？ふりまわして何をしているのか

－20‐

な？

⑤とったえさを水であらっている烏はいませんか？

何をあらっていましたか？

⑥コチドリやコサギが水の中で足をふるわせていま
す。何をしているのでしょうか？

⑦頭かきを見ましたか？頭かきをするときに、足

をそのまま頭に持ってくるのか、翼を横切って

もってくるのか、どちらでしたか？

⑧つばさを広げて伸び（身体を伸ばすこと）をして
いましたか？左右の翼を真上に上げていまし

たか？左右の翼を肩の所まで上げていました

か？それとも片方の翼を伸ばしていました

か？どれですか？

⑨シギやチドリのなかまのくちばしを見ましたか？

真っ直ぐなタイプ、上に反ったタイプ、下に

反ったタイプの3種類があります。あなたは、

3種類とも見つかりましたか？

【シギ・チドリとつながりのある生き物についての

設問】

⑩小さなカニが、あなのまわりに砂のだんごをつみ

あげています‐何をしているのでしょう？

【シギ・チドリ類以外の鳥についての設問】

⑪この干潟で見た野鳥の足の色には、どんな色があ
りましたか。見た色を2つ書きなさい。

⑫ほかの烏のえさをよこどりする烏はいませんか？
それは、どんななかまの鳥ですか？シル

エット図鑑を見て答えなさい。

⑬（望遠鏡での観察）サギのなかまのくちばしの色

は何色と何色がありますか？

⑭たんすい池などで見られるカルガモの羽の裏は何
色ですか？

⑮たんすい池などで見られるバンの足は何色です
か？

⑯バンのおしりの白いもようを描きなさい。

⑰サギのなかまは、飛んでいる時に首を伸ばしてい
ますか？それとも、ちぢめていますか？

⑳足を伸ばして飛んでいる烏は、どんななかまで
しよう？シルエット図鑑で調べてみましょ

う。

資料：谷津のパンフレット2枚、ビンゴ用紙、シル

エット図鑑（シギチ観察シートを流用）
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撚悪賎拙毎良善嘉業識画瓢

1．「愛鳥教育」の発行

(1)55号、56号、57号を発行予定

(2)内容

①愛鳥活動の「実践報告」等を掲載。

②子供向け野外ワークショップの紹介。

③論説では「現在における宿泊を通した野外（自

然）学習の在り方」等を掲載。

④平成10年度夏期野鳥観察会、冬期野鳥観察会等の

報告を掲載。

⑤書評等を随時掲載。

⑥その他の事項。

2．観察会・講演会等

(1)夏期野烏観察会

期日：平成10年8月21日（金）

場所：谷津干潟自然観察センター

内容：①「谷津干潟の鳥たち」

谷津干潟自然観察センター指導員

②谷津干潟での野鳥観察

(2)講演会

期日：平成10年11月13日（金）

場所：東京都生涯学習センター・セミナー室

内容：「主観と客観のバードウォッチング」

講師：全国愛鳥教育研究会顧問松田道生氏

(3)冬期野鳥観察会①

期日：平成10年12月13日（日）

場所：都立水元公園

内容：野鳥観察とともに「ぬりえ」を実施する

(4)冬期野鳥観察会②

期日：平成11年1月31日（日）

場所：多摩川関戸橋付近

内容：小学校の教師の方を対象に、自然観察の方法

等について学ぶ。

3．常務理事会（開催予定）

平成10年4月、5月、6月、7月、

10月、11月、12月、平成11年1月、

8月、9月、

2月、3月

4．その他の行事・審査会への参加

く審査会等＞

(1)第50回愛鳥週間全国野鳥保護のつどい（島根県）
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事務局箕輪多津男

平成10年5月10日（日）

(2)愛鳥週間ポスターコンクール及び全国野生生物保

護実績発表大会審査会（環境庁）

平成10年10月16日（金）

(3)全国野生生物保護実績発表大会（環境庁講堂）

平成10年11月または12月

(4)愛鳥週間野生生物保護功労者選考会（環境庁）

平成11年3月

＜後援行事＞

(1川せたがやトラスト協会

「トラストバードウォッチング」

平成10年12月12日（土）兵庫島河川公園

－－－－－－－司

全国愛鳥教育研究会

役員の入れ代わﾚノ
＜退任＞

（常務理事）

・梅本登氏（東京都日の出町）

（理事）

・香月桂子氏（神奈川県横浜市）

・西村健一氏（静岡県藤枝市）

（ご逝去・2月）

・柳津信雄氏（北海道札幌市）

（ご逝去・3月）

以上4名

＜新任＞

（顧問）

・松田道生氏（東京都豊島区）

（常務理事ノ

・堤達俊氏（東京都町田市）

（理事）

・井ロ豊重氏（東京都杉並区）

・斎藤一紀氏（山梨県高根町）

．Ⅱ井信氏（愛知県豊橋市）

以上5名
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全国愛鳥孝女育研二究会役員名簿 (1998．7）
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358-0002
160-0022

154-0011

神奈川県横須賀市平作5-3-2（

東京都大田区上池台3-5-1E

東京都豊島区駒込1-3-4-505

埼玉県入間市東町5-1-14
東京都新宿区新宿2-5-5新宿土地建物第11ﾙ5F
｡一｡ー－－●一一今一一●一←I

東京都世田谷区上馬2-13-f

0468-51-167C

03-3727-0639

03-3946-21683946-2168

0429-64-1568
03-3225-35903225-3593

03-3421-1708

ー■ロ－◆一●

副
会
長

渥美守久
蒲郡市役所

杉浦嘉雄
日本文理大学

443-0104
443-0045

870-0872
870-0316

愛知県蒲郡市形原町佃49-2
愛知県蒲郡市旭町17-1(蒲郡市教育委員会生酔目課I

大分県大分市高崎2－16－8
大分県大分市一木1727

0533-57-3405
0533-66-116866-1184

0975-46-612846-6128
0975-92-160093-2071

常
務
理
事

岩測成紀
仙台市科学館

小野紀之

島田利子
渋沢小学秒

蕊院霧窒科
堤達俵
川和東小学秒

長屋昌桔
第三松江小

平田寛重
成瀬小学杖

982-0801
981-0903

146-0085

259-1305
259-1322

184-0001
160-0011

194-0203
224-0051

266-0016
132-0021

259-1105
259-1114

宮城県仙台市太白区八木山本町2-17-14ﾌｧﾐー ﾙｵ20:
宮城県仙台市青葉区台原森林公園4－1

東京都大田区久が原3-14-25

神奈川県秦野市堀川599-3
神奈川県秦野市渋沢291-1

東京都小金井市関野町2-1-5ハイツ三明101
東京都新宿区若葉1-23

東京都町田市図師町947-3
神奈川県横浜市都筑区富士見が丘21-2

千葉県千葉市緑区椎名崎町876-1おゆみ野11-46-2
東京都江戸川区中央4-13-1

神奈川県伊勢原市大住台3-7-19
神奈川県伊勢原市高森1481-3

022-229-6078
022-276-2201276-2204

03-3753-64843753-6484

0463-88-5032
0463-88-706687-4251

042-380-8102380-8103
03-3355-21713355-2675

0427-91-6689
045-942-8130

043-292-7420
03-3653-5348

0463-96-56閲
0463-95-236091-9474

監
事

徳竹力要

村口末弘

116-0012

154-0004

東京都荒川区東尾久6-40-2

東京都世田谷区太子堂5-32-H

03-3895-3609

03-3412-3186

理
事

浅沼和展

井口豊重
第六中学校

斎藤一藍

皿井信

武石干麹

田中愚

林梅式

100-1101

167-0021
180-0022

407-0301

441-8106

897-4413

862-8017

939-1355

東京都三宅島三宅村神着21*

東京都杉並区井草2-18-14
東京都武蔵野市境3-20-1C

山梨県北巨摩郡高根町清里3545(BIRDHOUSE]

愛知県豊橋市弥生町西豊和65-4

大分県玖珠郡玖珠町塚脇東町426-Ⅲ

熊本県熊本市上南部町1318-21

富山県砺波市杉木37

04994-2-0262

03-3390-5662
0422-53-6311

0551-48-314848-3148

0532-45-朋96

09737-2-2202 2-2202

096-380-5301

0763-32-9527



愛鳥教育No.551998.1C

蕊霧鰯

窯Ii惑熱;紬愚謹息舟繍I嬢熱;曇1塁毒露鍵鍵蕊

今回は、自然を直に体感する自然接触、その中で

も「手で触れる行為」について考えてみたい。

自然とのふれあいという言葉は、ちまたにあふ洲

ているが､自然の豊かな場所に行き、目で緑を楽L

むといった程度のものがほとんどといってもよいく

らいである。人間が持つ五感のうち視覚だけにとと

まり、その他の触覚、聴覚、喚覚、味覚などの感賞

はあまり問題にされていないのが現実であろう。L

かし、自然の中に出かけていき、自然との関わりを

持ち、ふれあうというのであるならば、五感全てを

意識的に使う取り組みをしていかなければ、せつ力

〈の機会も有効に活かされることなく過ぎ去ってし

まう。

五感の感覚のうちでも身体、特に手を使った接剛

は、発達期の子どもたちにとっては、とりわけ重要

な体験になると思われる。触ることによって、ざら

ざらやぬるぬる、すべすべやとげとげなどの感覚力

経験でき、さらに命が持っている温もりや冷たさを

知ることもできる，広く動物全般に触ることができ

れば、それらの動物への違和感は、だいぶ薄らいて

いくと思われる。

アリ、テントウムシ、バッタ、トンボ、チョウな

どの昆虫、カタツムリやナメクジなどの軟体動物、

アメリカザリガニやカニ、ドジョウやフナなと尋α

魚、イソギンチャクやカイメンなと醤の海の生物、ト

カゲやヘビ、カメなと暑の肥虫類…。

挙げていけばきりがないが、例えば、ヘビのあ広

さらっとした冷たい感覚は触ってみなければわから

ない。反対にカエルは、ねっとりしている感じがあ

る。鳥の羽毛の感じや触った時の体温の暖かさ、ロ＃

乳動物の毛も触ると独特の手触りや暖かさがある。

このように、より多くの生物に触ってそれぞれ⑦

命を感じてもらいたいが、どの子にも同じように生

き物を触らせるとなると、触られる生き物ののスト

レスが高まってしまい、これも好ましくない。でき

れば、このような体験は、家族単位で親から子に伝

えていくべき体験として取り組ん"でもらいたい。集
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常務理事平田寛重

団的な教育の不得手とする領域であるからである。

しかし、野生の動物に触れる機会があればよいと

いうものではない。一部にはふれ合うことが商業化

されているものもあるが、野生は野生として尊厳す

べきものであって、その意味で人が安易に触れるこ

と事態に問題があると言える。人と動物が仲良くす

るということは、決してそういうことではない。

触られることは、動物によってはかなりのストレ

スになることを常に頭に入れておく必要がある。遊

び気分でいじくり回したりすることで命を落として

しまうものもいるので、細かい注意が必要である。

ロ甫乳動物や烏に触るというのであれば、家禽や家

畜で十分である。近所の農家や知り合いの家でその

ような機会が持てるのであれば、それらを有効に利

用すればよい。ただし、人間に感染する病原菌も保

有していることがあるので、触った後の皮層の衛生

には気を使う必要がある。

もっとも、子ども相手のワークショップで10名未

満を相手にガイドをしているような状況であれば、

烏の死体やヘビを見つけた時に、みんなで触り、感

触を経験することができる。しかし、このような取

り組みはマニュアル化できるものではなく、偶然‘性

とガイドの力量とによることが多い。

生物との皮膚を通しての接触は、彼らを理解する

ためには大変効果的な方法である。しかし、危険の

有無を調べ、触る意味、意図的に触らない勇気など

を踏まえて取り組むことにより、自然理解はさらに

進んでいくのである。
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＜全国愛鳥教育研究会主催＞講演会のご案内

職嬢鵜J諜雲撫灘’
講演松田道生氏

全国愛鳥教育研究会では、標記の通り「講演会」を企画いたしました。

特に今回は、当研究会の顧問を務めていただいている松田道生氏を講師としてお迎えし、鳥を観察するこ

と（バードウォッチング）の楽しさやその意義、普段気が付かないような鳥の世界の不思議なエピソード、

あるいは歴史から導き出される日本人の自然観などについて、大変興味深いお話を、わかりやすく語ってい

ただく予定です。

少しでも鳥に興味のある方はもちろん、これまでほとんど鳥のことを知らなかったという初心者の方まで、

どなたでも、どうぞお気軽にご参加ください。ただし、先着30名で締切となりますので、お申し込みはお

早めにどうぞ。きっと、新しい発見があなたを待っています。

記

1．日時平成10年11月13日（金）

i9:oo～2o:50

2．場所東京都生涯学習センター・セミナー室

3．参加費500円（※当日会場にてお支払い

ください。）

4．持参品筆記用具等

5．日程

18:30～18:55受付

19:帥～19:05主催者あいさつ

19:05～19:20全国愛鳥教育研究会・活動紹介

19:20～20:50講演『主観と客観のバードウオッ

チング』

講師：松田道生氏

20:50閉会

毒生涯学習ｾﾝﾀー
T正L⑥王-王212-5757

〒100-0005千代田区丸の内3-5-1東京国際フォーラムB

FAX03(3216)4526

◆参加申し込み方法◆

下記事務局まで、はがき、電話、またはFAXに

てお申し込みください。

〒160-0022

東京都新宿区新宿2－5－5

新宿土地建物第11ビル5F

(財)日本鳥類保護連盟内

全国愛鳥教育研究会・事務局

担当：箕輪(みのわ)多津男

TEL、03-3225-3590

FAX，03-3225-3593
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地域型環境イベント：
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地球と遊ぼう，gSin都立水元公園
地球にやさしくしていますか

日時

場所

受付

平成10年12月13日（日）

io:oo～i6:oo

東京都葛飾区都立水元公園

水元公園緑の相談所

公園全体を大きな環境テーマパークに見立て、当

日訪れた人たちには、『ポイントマップ』を配布し

ます。自然観察、バードウォッチングやネイチャー

ケームなどをごく自然な形で体験できるポイントを

設定し、各自の興味や関心に応じて自由に回っても

らいます。

その他、池の水や水生生物の様子を通じて生活排

水や水のリサイクルについて考えてもらったり、ゴ

ミ集めに参加してもらったりすることで、ゴミ問題

についても知ってもらえるようにします。

従来のように何かを教えようとするのでなく、自

分たちが参加した活動や体験から感じてもらうこと

に重点を置いています。また、すべて遊び感覚で気

軽に体験してもらいます。そして、自然環境、都市

環境の垣根を越えて、広く環境に関心を向けてもら

うためのきっかけとしていきたいと考えています。

当日の指導をはじめ、準備は東京都環境学習リー

ダーをはじめ、地域で活動しているグループのス

タッフが中心となります。イベントとしてはl日限

水元公園への交通

りのものですが、当日興味を持った人たちの今後の

活動をフォローしていくためにも地域メンバーを前

面に出していきます。

参加者には、いくつかのポイントを回ったあと

に、緑の相談所の最終受付に来てもらい、その場で

参加賞として「野鳥ぬりえセット」などを渡しま

す。

後日、改めて水元公園を訪れてもらい、ぬりえを

完成させたら、応募票（セット内に同封、小学生以

下対象）とともに緑の相談所に持参、提出してもら

います。

全国愛鳥教育研究会の会員の皆さんは、一参加者

としてお楽しみください。もちろん、指導者として

お手伝いいただければ幸いです。

主催

共催

地球と遊ぼう､98実行委員会

水元公園緑の相談所

全国愛鳥教育研究会

◆参加申し込み方法◆

事務局まで、はがき、電話、またはFAXにてお

申し込みください。(P24参照）

所在地葛飾区水元公園2番～8番

面積68.2ha（1996年6月1日現在）

交通JR常磐線(千代田線直通)または

京成線金町駅下車

南口バスターミナルから京成バス戸ケ崎

猟『ドiﾙ‘rきイ<'了:公|苧11､.＊錐琳7分

駐車台数L133台

催物4月こどもまつり(葛飾区主催）

6月花菖蒲まつり(しょうぶまつり実i楼員会主催）

園内施設駐車場皿3608－5194

青年の家皿3600－0245

涼亭(集会所）皿3608－2261

釣りの家(貸船）、3600－2757

閏い合わせ先水元公園蟹理事務所TEL03-3607-8321/苑行北部公園緑地事務所,s98.,頭
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利点"自然観察指導法研修会のご案卿宝凝
平成11年1月31日（日）、多摩川（関戸橋付

近）において、小学校教員を対象にした自然観察の

指導法ついての講習会を予定しています。奮ってご

参加ください。

◆参加申し込み方法◆

事務局まで、はがき、電話、またはFAXにてお

申し込みください。

編集後言己

55号をお届けします。

江袋島吉会長には、ご病気静養のため､今回の巻

頭言はなしといたしましたご了承くださいな

お､現在はご健康を取り戻され､常務理事会にもご

出席いただいております。

今年度は、従来の考え方を変えるような各種の

自然観察会や講演会を事業として展開することに

しました。

愛鳥教育は、単に学校教育の範囲にとどまるも

のではありません｡その意味で､一般社会とのつな

がりにも配慮したものも企画しました。

一方、野鳥観察は自然観察の手法として優れた

ものであるのは言うまでもありません。その意味

で、更に野鳥観察についても深めていけるように

と、松田道生氏の講演会を手始めに行うことにし

ました。

教員対象の指導法そのものの講習会も計画して

います。

会員の皆様からも、どしどしご希望をお寄せい

ただきたいと思います。

（染谷）
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〒160-0022

東京都新宿区新宿2－5－5

新宿土地建物第11ビル5F

(財)日本鳥類保護連盟内

全国愛鳥教育研究会・事務局

担当：箕輪(みのわ)多津男

TEL.03-3225-3590

FAX.03-3225-3593

愛鳥教育No.55
平成10(1998)年10月31日

発行人江袋島吉

発行所全国愛鳥教育研究会

住所〒160-0022東京都新宿区新宿2-5-5

新宿土地建物第11ビル5F

（財）日本鳥類保護連盟内

電話03－3225－3590

FAX03-3225-3593

会費3，000円

郵便振替00180-7-12442

印刷所祐文社



愛鳥クイズ
【前回54号の問題】

前Nは、子育てや巣作りについての問題でした

愛鳥教育No.551998.10

l日本で子育てをする鳥の中で、お父さんがすべて面倒をみるのは、ミフウズラとあともう一つ何でしょう。
（ヒント：なぜかこの種の烏は雄より雌のほうが派手なのです。）
2日本で子育てをする多くの鳥は雄も雌も雛に餌をやりますしかし．中には雄はひたすら鳴き続け、子ど
もの面倒をみない烏もいます。それは次のどれでしょう

①ツバメ②ウグイス③スズメ師キジバト⑤ハシボソガラス
3.雄と雌が協力して巣を作る鳥もいれば、雄はなわぱ1)順呆のために鳴き続けたり、雌のボディーガードを
したりして、メスが一利で巣を作り続ける種類もあります雌と雌が協力して巣作りをするのは、次のどれ
でしょう。

①キジバト②シジュウカラ③ツバメ④スズメ⑤ムクドリ
4鳥の中には、生まれるとすぐに歩き出せる獄淵もあれば、赤裸で'1もあいていない種類もありま或次の
中で、生まれるとすぐに歩き出す鳥はどれでしょう二つ選びましょう

⑪キジ②カワセミ③ヒバリ④カルカモ⑤卜Iご

5日本で巣箱を使って子育てをする烏は｡()放穂繭ですでは、巣箱を使ったことがない鳥は次のどれでしょ
う

①フクロウ②カワガラス13オオルリ④オナガ⑤キジバト

【前回54号の解答】
1タマシギです日本をj幽過するヒレアシシギの仲IH1も雄が子育てをします
タマシギが繁殖する環境は、水辺という不"産定なものであゐため、水が干lこがって餌が採れなくなったik
耐で巣が流きれたりするなど、リスクの大きいことが考えられますそれで、雌が1羽で子育てをするより
も慨数の雄がそれぞれの環境で子育てをすることによ1)、多くの雛を育てることができるという繁殖戦略を
とったものと考えられています

2．②のウグイスですこれらの他には、セソカも雌しか給餌をしません
3②以外の、、キジバト3ツバメQスズメ⑤ムクドリです答えが1つもあって、発問がまずかった
と思われます本来は、「メスが…調で巣を作'<)続ける構類はどれでしょうか」とすべきでしたそうす
れば、答えは②のシジュウカラとなりますシジュウカラは雌が巣作りをします
4.①のキジと④のカルガモです

このことは、巣が地上にあって天敵に襲われる危'喰性の,葛い概類に多く見られます

5．④のオナガと⑤のキジバトです答えが二つあることを指摘しなかったのは、問題作成上のミスでした
国内で巣箱を使った報告例は、オシドiノ・シマフクロウ・コノハズク，アオバズケ．フクロウ．アリスイ．
プッポウソウ・ヤツガシラ，キセキレイ，ハクセキレイ．カワガラス．アプノヒケ．キピタキ，オオルリ．ハ

シブトガラ・コガラ・ヒガラ・ヤマガラ・シジュウカラ・ゴジュウカラ・キバシリ．ニュウナイスズメ．ス
ズメ・コムクドリ・ムクドリの25樋です,この中には、セキレイやキビタキのように前面が開いた巣箱もあ
ります。

【今回の問題】

′rluは、n--.:'1柵に出かけたので、ンキ・－チトリの生態や形態につい-<考え-こみましよ-、

1.ちどり足ってどんな足？

酔っぱらいがあっちに行ったりこっちに来たりする歩き方を、なぜ「ちど|)足」と言うのでしょう
2．ホウロクシギとダイシャクシギのちがいは？（腰がポイント）

3，ダイゼンのわきの下の色は何世？（似ているムナグロとの大きな違い）
4．コチドリとシロチドリの違いは？（首輪模様がポイント）

5．シロチドリとメダイチドリの違いは？（え|）の部分がポイ>M

うワ
ニノー




